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誤りがありましたので、下記の赤字のように変更します。 

 

 

 下記の TR1，TR2 の順に、わずかな時間差でトランザクションが開始されるものと想定し

ます。 

      注文明細 

 注文番号 注文明細番号 商品番号 注文数 
 

TR1 

1000 1 300 1  

1000 2 400 1  

TR2 

2000 1 400 1  

2000 2 800 1  

 

“在庫”テーブル 

TR1 商品番号 TR2 

 100   

 200  

①：専有ロック →→→→ 300  ←←←← ⑤：ロック待ち 

③：ロック待ち → 400  ← ②：専有ロック 

 700  

 800  ← ④：専有ロック 

 900  

 

①：TR1 は、商品番号 300，400 のうち、表示順が小さい商品番号 300 を専有ロックしま

す。 

②：TR2 は、商品番号 400，800 のうち、表示順が小さい商品番号 400 を専有ロックしま

す。 

③：TR1 は、残っている商品番号 400 に専有ロックを試みますが、既に②でロック済みな

ので、ロック待ちになります。 

④：TR2 は、残っている商品番号 800 を専有ロックします。 

⑤：TR2 は、“セット商品構成”テーブルから商品番号 800 の単品商品を調べ、単品商品番

号｛300，400｝を得ます。そして、TR2 は、まず商品番号 300 に専有ロックを試みま

すが、既に①でロック済みなので、ロック待ちになりデッドロックが起きます。 

 上記より、空欄ウは“×”になります。 

 

 

  


